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新
潟
県
か
ら

森

本

准

教

授

調
査
・
研
究
受
託

森
本
祥
一
経
営
学
部
准
教

授
∥
写
真
∥
は
こ
の
ほ
ど
、

新
潟
県
か
ら

「
大
学
生
の

力
を
活
か
し

た
集
落
活
性

化
事
業
」
の
調
査
・
研
究
を

委
託
さ
れ
た
。
南
魚
沼
市
辻

又
集
落
の
活
性
化
を
目
指

す
。研

究
テ
ー
マ
は
「
集
落
周

辺
の
自
然
環
境
を
売
り
に
し

た
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
と
販
売
促
進
に
よ

る
農
業
の
担
い
手
確
保
等
」。

過
疎
・
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
地
域
内
の
活
動
の
担
い
手

が
不
足
し
て
い
る
集
落
の
活

性
化
を
図
る
も
の
で
、
委
託

期
間
は
２
０
１
５
年
３
月
ま

で
。
現
地
調
査
の
あ
と
成
果

発
表
が
行
わ
れ
る
予
定
。

さ
ま
ざ
ま
な
難
問
に
直
面

す
る
現
代
の
経
済
社
会
の
あ

り
方
を
、
哲
学
や
思
想
面
か

ら
見
つ
め
直
す
経
済
学
部
経

済
学
科
の
公
開
講
座
「
経
済

思
想
の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
」
（
全
６
回
）
が
、
５

月
１７
日
か
ら
６
月
２１
日
ま
で

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

「
市
民
社
会
」
「
世
界
資

本
主
義
」「
貨
幣
」「
経
済
発

展
」
「
自
由
主
義
」
「
合
理

性
」
と
い
う
６
つ
の
論
点

を
、
経
済
学
部
の
６
教
授（
村

上
俊
介
、
新
田
滋
、
相
田
愼

一
、
鈴
木
章
俊
、
松
井
暁
、

吉
田
雅
明
）
が
個
別
に
解

説
。
毎
回
１
０
０
人
前
後
の

聴
講
者
を
集
め
た
。

初
回
を
飾
っ
た
村
上
俊
介

教
授
（
社
会
思
想
史
）
は
「
現

代
市
民
社
会
論

市
民
と
は

誰
の
こ
と
か
」
と
題
し
て
講

演
、
約
１
５
０
人
が
聴
講
し

た
∥
写
真
。「
市
民
」「
市
民

社
会
」
と
い
う
概
念
が
実
は

漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

問
題
提
起
。
公
共
的
に
「
有

徳
」
な
人
を
市
民
と
定
義
し

て
も
、
論
者
に
よ
っ
て
「
有

徳
」
の
中
身
が
異
な
る
こ
と

を
説
明
し
、
気
ま
ま
な
定
義

が
成
立
す
る
源
流
と
し
て
独

の
哲
学
者
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
を
論
じ
た
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
国
家

と
政
治
・
経
済
領
域
の
中
間

に
「
公
共
空
間
」を
想
定
し
、

問
題
意
識
を
持
っ
て
そ
こ
に

参
加
す
る
人
々
を
「
市
民
」

と
呼
ぶ
、
現
代
市
民
社
会
論

の
枠
組
み
を
つ
く
っ
た
人

物
。
彼
の
影
響
下
、
独
で
は

１
９
８
０
年
代
に
市
民
社
会

論
が
活
発
に
議
論
さ
れ
た

が
、
「
研
究
し
て
既
視
感
を

感
じ
た
。
似
た
議
論
が
日
本

で
は
既
に
第
二
次
大
戦
中
か

ら
１
９
７
０
年
代
に
あ
っ

た
」
と
村
上
教
授
。
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
研
究
を
基
礎
と
す

る
日
本
の
市
民
社
会
論
へ
と

話
を
進
め
、
戦
後
の
議
論
を

リ
ー
ド
し
た
二
人
の
経
済
学

者
、
故
・
内
田
義
彦
名
誉
教

授
と
望
月
清
司
元
学
長
の
功

績
を
語
っ
た
。

村
上
教
授
は
、
『
経
済
学

の
生
誕
』
『
資
本
論
の
世

界
』
な
ど
の
著
書
で
名
高
い

内
田
氏
の
描
く
「
市
民
」を
、

「
労
働
を
通
じ
て
自
ら
を
高

度
化
す
る
人
」
と
解
説
。
内

田
氏
は
労
働
に
力
点
を
置
い

て
人
間
の
成
長
を
論
じ
、
マ

ル
ク
ス
研
究
で
知
ら
れ
る
望

月
氏
は
さ
ら
に
「
分
業
」
を

重
視
し
た
と
説
明
。
「
労
働

は
他
者
と
の
協
力
な
し
に
は

完
成
し
な
い
。
協
同
し
、
互

い
に
持
て
る
も
の
を
交
換
す

る
の
が
労
働
で
、
分
業
社
会

を
市
民
社
会
と
定
義
づ
け

た
」
と
語
っ
た
。

結
び
と
し
て
、
村
上
教
授

は
労
働
や
交
換
と
離
れ
た

「
公
共
空
間
」
を
「
市
民
社

会
」
と
位
置
付
け
る
西
欧
型

の
現
代
市
民
社
会
論
は
「
一

面
的
」
と
指
摘
。
日
本
の
市

民
社
会
論
の
蓄
積
を
生
か
し

「
人
間
で
あ
れ
自
然
で
あ

れ
、
対
象
に
働
き
か
け
て
互

い
に
分
業
し
、
交
換
す
る
こ

と
で
労
働
が
成
り
立
つ
。
そ

の
担
い
手
が
市
民
だ
と
考
え

る
。
こ
こ
を
基
盤
と
す
る
こ

と
で
現
代
市
民
社
会
論
は
有

効
に
な
る
」
と
し
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
カ
ー
ル
・

マ
ル
ク
ス
の
研
究
者
で
、
日
本
を

代
表
す
る
経
済
学
者
で
あ
り
社
会

思
想
家
で
も
あ
る
内
田
義
彦
専
修

大
学
名
誉
教
授
の
生
誕
１
０
０
年

を
記
念
し
て
『
内
田
義
彦
の
世
界

１
９
１
３
―
１
９
８
９
』
（
藤
原

書
店
、
税
込
み
３
４
５
６
円
）
が

刊
行
さ
れ
た
。

内
田
名
誉
教
授
は
東
京
帝
国
大

学
大
学
院
を
修
了
し
、
１
９
４
６

年
に
専
修
大
学
に
入
職
。
８３
年
に

定
年
退
職
す
る
ま
で
商
経
学
部

長
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
長
を

務
め
た
。
今
年
は
没
後
２５
年
。

同
書
は
、
生
命
科
学
者
の
中
村

桂
子
さ
ん
ら
が
「
今
、
な
ぜ
内
田

義
彦
か
」
を
語
る
座
談
会
、
野
間

宏
、
山
本
安
英
、
木
下
順
二
、
天

野
祐
吉
ら
物
故
者
を
含
む
各
界
の

著
名
人
や
内
田
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
南

堀
英
二
さ
ん
（
昭
５２
経
済
）
が
振

り
返
る
「
内
田
義
彦
を
語
る
」
、

内
田
名
誉
教
授
本
人
の
随
筆
、
子

息
で
あ
る
内
田
純
一
さ
ん
の
追
想

記
―
―
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
主
要
作
品
の
解
説
、
年
譜
、

著
作
一
覧
を
収
め
、「
内
田
義
彦
」

の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

日
髙
義
博
理
事
長
（
刑

法
）
は
中
国
成
都
市
の
四
川

師
範
大
学
（
丁
任
重
学
長
）

を
訪
問
、
同
大
学
法
学
院
の

学
生
た
ち
に
「
日
本
の
法
学

教
育
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。

講
演
会
は
、
５
月
３
日
、

法
学
院
長
の
唐
稷
堯
教
授
の

司
会
の
下
で
開
か
れ
た
。
日

髙
理
事
長
は
学
生
ら
約
２
０

０
人
を
前
に
壇
上
に
立
ち
、

「
み
な
さ
ん
に
お
話
を
す
る

こ
と
は
自
分
の
研
究
を
振
り

返
る
こ
と
で
あ
り
、
若
い
人

た
ち
に
夢
を
託
す
こ
と
に
も

な
る
。
大
変
光
栄
な
こ
と
」

と
切
り
出
し
、
法
学
を
学
ぶ

意
義
や
心
構
え
を
１
時
間
半

に
わ
た
っ
て
講
演
し
た
。
通

訳
は
、
か
つ
て
日
髙
研
究
室

に
属
し
て
い
た
四
川
師
範
大

学
の
張
光
雲
副
教
授
（
平
２４

院
法
博
）
が
務
め
た
。

「
法
律
学
の
学
習
は
単
に

条
文
を
覚
え
る
こ
と
で
は
な

い
。
変
動
す
る
社
会
事
象
の

中
か
ら
法
的
に
重
要
な
事
実

を
抽
出
し
、
法
の
解
釈
・
適

用
の
作
業
を
通
し
て
事
案
を

解
決
す
る
知
力
を
修
得
す
る

こ
と
だ
」
と
語
り
、
法
的
思

考
力
を
養
う
こ
と
の
重
要
さ

を
説
い
た
。

そ
し
て
「
法
律
学
は
『
パ

ン
の
た
め
の
学
問
』
（B

r
o

t
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

）
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
過
ぎ
な

い
も
の
か
」
と
問
い
か
け
、

哲
学
者
で
も
あ
っ
た
「
近
代

刑
法
学
の
父
」
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
（
１
７
７
５
～
１
８

３
３
）
を
引
き
「
彼
は
人
生

の
挫
折
を
経
験
し
、
哲
学
の

基
礎
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
近

代
刑
法
の
理
論
的
骨
格
が
定

ま
っ
た
」
と
語
っ
た
。

「
法
を
説
く
者
に
は
人
間

を
見
据
え
る
目
、
正
義
感
、

豊
か
な
人
間
性
が
求
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
法
律
と
は
全
く

異
な
っ
た
分
野
で
、
自
分
の

価
値
観
を
見
つ
め
直
す
こ
と

も
必
要
だ
」
と
結
び
、
法
的

感
性
を
磨
い
て
良
き
法
律
家

に
な
れ
、
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。５

月
４
日
に
は
、
同
市
で

開
か
れ
た
中
日
刑
事
法
学
術

会
議
で
、
「
刑
法
解
釈
論
と

不
真
正
不
作
為
犯
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

日
本
側
か
ら
稲
垣
悠
一
法

科
大
学
院
専
任
講
師
（
刑

法
）
も
参
加
。
中
国
側
か
ら

は
陳
忠
林
教
授
（
重
慶
大
）、

馮
軍
教
授
（
中
国
人
民
大
）、

周
光
権
教
授
（
清
華
大
）
、

唐
稷
堯
教
授
、
蔡
鶴
教
授
、

張
光
雲
副
教
授
（
以
上
、
四

川
師
範
大
）
、
陳
山
副
教
授

（
四
川
師
範
大
、
四
川
省
犯

罪
防
控
研
究
中
心
研
究
員
）

な
ど
多
数
の
刑
事
法
研
究
者

の
ほ
か
、
四
川
省
の
法
曹
実

務
家
（
判
事
、
検
事
、
弁
護

士
）
が
多
数
出
席
し
、
総
勢

１
０
０
人
を
超
え
る
学
術
会

議
と
な
っ
た
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
公
開
講
座「
Ｔ
ｈ
ｅ

寺

子
屋
１２
―
初
級
・
中
級
―
」

が
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
講
さ
れ
た
。
本
学
の
文

学
部
教
員
を
は
じ
め
研
究
者

が
講
師
を
務
め
、
古
文
書
を

読
む
楽
し
さ
を
伝
え
た
。

初
級
（
５
月
１５
日
～
６
月

１９
日
、
全
６
回
）
は
１４
人
が

受
講
。
西
坂
靖
教
授
、
新
井

勝
紘
教
授
、
北
口
由
望
大
学

史
資
料
課
員
が
、
く
ず
し
字

の
判
読
法
を
指
導
し
、
古
文

書
を
用
い
た
読
解
を
行
っ

た
。中

級
（
５
月
１６
日
～
６
月

２０
日
、
全
６
回
）
は
２１
人
が

受
講
。
湯
浅
治
久
教
授
、
西

澤
美
穂
子
助
教
、
瀬
戸
口
龍

一
大
学
史
資
料
課
長
が
古
文

書
の
読
解
に
加
え
、
そ
の
文

面
、
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る

中
世
・
近
世
・
近
代
社
会
の

特
色
を
紹
介
し
た
。

初
級
の
５
、
６
回
目
は
軍

事
郵
便
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
新
井
教
授
が
担
当
。「
戦

地
か
ら
の
手
紙
（
軍
事
郵

便
）
を
読
む
」を
テ
ー
マ
に
、

計
１１
通
の
手
紙
を
音
読
し

た
。
略
字
や
異
字
な
ど
、
判

読
の
難
し
い
文
字
に
つ
い
て

も
丁
寧
に
解
説
し
た
。

ま
た
、
「
分
か
ら
な
い
字

は
、
書
き
順
な
ど
を
意
識
し

て
毛
筆
で
書
い
て
み
る
」
な

ど
、
１６
条
か
ら
な
る
「
新
井

流
体
験
的
古
文
書
解
読
力
会

得
法
」
も
伝
授
。
「
ま
ず
は

面
白
い
と
思
え
る
も
の
か
ら

読
み
は
じ
め
、
古
文
書
に
親

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
結
ん

だ
。

特
別
展
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
を

知
ろ
う
！

―
国
民
公
会
期

に
お
け
る
地
方
の
テ
ル
ー
ル

と
民
衆
協
会
―
」

「
テ
ル
ー
ル
」
は
フ
ラ
ン

ス
語
で
恐
怖
政
治
を
指
す
。

本
学
が
世
界
に
誇
る
フ
ラ
ン

ス
革
命
関
連
史
料
「
ミ
シ
ェ

ル
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
文

庫
」
か
ら
初
公
開
史
料
を
含

む
４０
点
あ
ま
り
を
展
示
。

▽
日
時
∥
７
月
２１
日
（
月
）

～
３０
日
（
水
）
１２
時
～
１７
時

※
土
・
日
は
休
み
▽
場
所
∥

図
書
館
本
館
（
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
３
階
）


専
修
大
学
図
書
館
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
７
４

専
修
大
学
オ
ー
プ
ン
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学

受
験
生
を
対
象
に
図
書
館
を

勉
学
の
場
と
し
て
無
料
で
開

放
。
閲
覧
室
で
の
図
書
・
雑

誌
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
自

習
も
で
き
ま
す
。
図
書
館
へ

直
接
、来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
∥
【
本
館
・
生
田
分

館
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】
７

月
１
日
（
火
）
～
９
月
１９
日

（
金
）
１０
～
１９
時
【
神
田
分

館
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】
８

月
５
日
（
火
）
～
９
月
１９
日

（
金
）
１０
～
２０
時

※
休
館
日
は
ポ
ス
タ
ー
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。


専
修
大
学
図
書
館
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
７
６

（
生
田
）
／
０３
・
３
２
６
５

・
８
３
３
９
（
神
田
）

商
学
研
究
科
・
東
京
信
用
保

証
協
会
共
同
公
開
講
座
「
企

業
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化
と
中
小

企
業
経
営
」

▽
日
時
∥
８
月
２
日
（
土
）

１３
時
～
▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
テ
ー

マ
・
講
師
∥
「
日
本
企
業
の

成
長
戦
略
と
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
対
応
―
世
界
で
顧
客
価
値

を
創
造
す
る
―
」
（
㈱
三
菱

総
合
研
究
所
参
与
・
小
松
原

聡
氏
）
／
「
今
、
求
め
ら
れ

て
い
る
復
元
力
、
社
会
的
課

題
解
決
力
、倫
理
力
」（
上
田

和
勇
大
学
院
商
学
研
究
科
長

・
教
授
）▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
企
業
の
グ
ロ
ー

カ
ル
化
と
中
小
企
業
経
営
」


東
京
信
用
保
証
協
会
経
営

支
援
部
経
営
支
援
統
括
課
☎

０３
・
３
２
７
２
・
２
２
７
６
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
本
学
大
学

院
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

The 寺子屋１２―初級・中級―

経
済
学
科
公
開
講
座「
経
済
思
想
の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

経
済
学
科
公
開
講
座「
経
済
思
想
の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

古
文
書
を
読
む
楽
し
さ
伝
え
る

「世界資本主義」

「経済発展」

「合理性」

６
教
授
が
個
別
に
解
説

▲ 「戦地からの手紙」をテーマに

講演する新井教授

「市民社会」

「貨幣」

「自由主義」

公
開
講
座
情
報

「
豊
か
な
人
間
性
」
養
い「
良
き
法
律
家
に
」

日髙理事長 中国・四川師範大で講演

生
誕
１
０
０
年
記
念
し
刊
行

◀『内田義彦の世界』◀『内田義彦の世界』

▲

講
演
す
る
日
髙
理
事
長

（
中
央
）
と
四
川
師
範

大
の
唐
教
授
（
左
）
と

張
副
教
授
（
右
）

（２）２０１４年（平成２６年）７月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５２６号


